
多
文
化
共
生
社
会
実
現
へ

中
南
信
の
団
体
個
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足

「
信
州
多
文
化
ト
ー
F
E
（
仮

称
）
」
の
設
立
を
決
め
た
会
議

多
文
化
葦
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
襲
ル
ー
ツ
の
あ
る
住

民
を
支
擾
す
る
中
南
信
地
方
の
7

グ
ル
ー
プ
・
個
人
が
、
情
報
や
課

題
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組

卵
寓
離
鮎

同
者
を
県
内
全
域
に
広
げ
、
先
進

習
支
援
に
取
り
組
む
塩
尻
市
、
諏

訪
市
、
駒
ヶ
根
市
、
箕
輪
町
、
飯
島
町

の
五
つ
の
団
体
と
個
人
2
人
。
自
治

る
グ
ル
ー
プ
・
個
人
の
加
入
申
し

込
み
を
随
時
、
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
る
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

t
a
b
u
n
k
a
－
i
訂
㊥
叫
ヨ
a
i
－
．
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事
例
や
行
政
に
よ
る
支
援
な
ど
の

情
報
を
共
有
し
各
自
の
活
動
に
生

か
し
て
い
く
考
え
。
外
国
籍
住
民

ら
の
住
み
良
い
暮
ら
し
を
目
指

し
、
自
治
体
へ
の
彗
臼
活
動
も
視

野
に
入
れ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
主
に
日
本
語
学

体
に
よ
っ
て
外
国
籍
住
民
ら
へ
の

支
援
の
度
合
い
に
開
き
が
あ
り
、

福
祉
や
教
育
分
野
な
ど
で
課
題
が

顕
在
化
す
る
嘉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
で
き
る
活
動
に
は
限
界
が
あ

る
現
状
を
不
安
視
。
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
「
行
政
に
提
言
で
き
る
よ

が
、
活
動
の
現
状
を
宿
介
。
「
行
政

か
ら
の
支
援
は
な
く
、
孤
立
感
が
あ

る
」
な
ど
の
課
題
を
出
し
合
っ
た
。

外
国
ル
ー
ツ
の
人
ら
を
対
象
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

県
内
で
の
開
催
情
報
を
共
有
す
る

う
な
、
つ
な
が
り
を
力
に
変
え
る

組
織
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
中
心
に
、

定
期
的
に
集
ま
り
情
報
交
換
し
て

い
く
。
箕
輪
町
で
3
0
日
に
開
い
た

こ
と
で
、
支
援
対
象
者
が
必
要
と

す
る
情
報
を
入
手
で
き
る
機
会
の

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
確
認
。

支
援
活
動
に
対
す
る
国
の
補
助
金

な
ど
に
関
す
る
情
報
も
交
換
し
て
、

各
自
の
活
動
に
生
か
し
て
い
く
。

同
団
体
の
入
倉
虞
佐
子
代
表

（
埜
＝
箕
輪
町
臣
は
「
ゆ
る
や
か


